
１１．．２２．．小小学学校校６６年年生生のの実実践践

本実践は 第６学年の 月下旬から 月中旬にか

けて行う。本学級の子どもたちは 道徳科の学習にお

いて 感じ方・考え方は多様であることや 自己のより

よい生き方を見つけることの価値を実感できる発達の

段階にあると考えられた。そこで 発達の段階を視野

に入れた『探究』の姿を以下の２つに設定した。

また 上記の姿をめざすために４つの「しかけ」を

講じた。

①自分たちの生活に関わる単元をとおした学習課

題の設定 【主体・活用】

自分たちの生活に関わる単元をとおした学習課

題の設定を行い 時間の学びが自分の生活の何に

つながるのか見通しをもち学習することができる

ようにする。考えたことが自分の生活の何につなが

っているのかを意識しやすい環境をつくることで

今後の自己の生き方につなげていこうとする実践

意欲や態度も養いやすいと考える。

②「中心発問」の場面でのグループでの話し合い【協
働】

グループでの話し合いを適宜取り入れる。気持ち

や理由などは言葉で表現しやすいが 「ねらい」に

せまる「中心発問」の場面では 思いや考えをもつ

ことができても それを言葉で明確に表現すること

の難しさが考えられる。その際に グループでの話

し合いを取り入れることで 考えや言葉を補足し合

うことができる。また少人数での話し合いは 友達

と違った視点であっても意見を伝えやすく 多面

的・多角的な考えを出しやすいと考える。さらに

子どもたちは関わり合うことや力を合わせること

の価値を実感できると考える。

③学習課題について自分が見つけた答え（納得解）

を全体に共有【省察・活用・協働】

毎時間の展開後段では 学習課題について自分が

見つけた答え（納得解）をメンチメーターに打ち込

む活動を行う。またそれを全体で共有する。友達が

見つけた答え（納得解）と自分が見つけた答え（納

得解）を照らし合わせながら再度学びを問い直すこ

とができると考える。

④３つの視点（今日の学習で考えたこと・自分に振

り返って・これからの生活に生かしたいこと）を

与えた「振り返り」【活用】

「振り返り」を行う際には ３つの視点（①今日の学

習で考えたこと②自分に振り返って③これからの

生活に生かしたいこと）を与えて書かせる。特に②

や③の視点を設けることは 「振り返り」を書く中

で これまでの自分の考え方や心のもち方 行動の

仕方を問い直そうとする姿や自分の生活につなげ

て考えようとする姿を見ることができると考える。

２２．．第第３３学学年年のの実実践践及及びび考考察察

２２．．１１ 「「いいじじめめ」」ににつついいてて考考ええ 伝伝ええ合合いい学学びび

合合うう道道徳徳のの学学習習のの実実践践

◎学級：３年Ａ組

◎単元名 「いじめをなくすには…」

◎単元のねらい

「いじめられる立場」「いじめる立場」「いじめを見

ている立場」の３つの立場からそれぞれの気持ちを想

像し いじめをなくすためにはどのようにすればよい

か考え ようとする態度を養う。

◎単元の計画

２２．．１１．．１１．． 子子どどももたたちちのの考考ええをを「「深深めめ続続けけ

るる」」単単元元のの学学びびををめめざざししてて
第１時では，「いじめ」の問題が散見される教室の様

子を捉えたイラストを用いて，「いじめ」の問題に「気

付く」ことをねらいとした学習を行っている。また本

校で期間を設定し全校で取り組んでいる人権週間にも

関連させ，「人権」という言葉を用いながら学習を進め

た。「いじめられる立場」「いじめる立場」「いじめを見

ている立場」の三者の立場から，それぞれの気持ちを

想像し文章で書き表す個人思考の活動をはじめに行っ

た。

➀学習課題に対して 自己の生き方と照らし合わ

せながら 自分事として 考え方や心のもち方

行動の仕方を考えようとしたり 自分の生活のど

のような場面で生かせそうかを考えようとしたり

する姿【主体・活用】

②感じ方や考え方を交流する中で 自分とは違う

根拠や考え方があることを理解しようとしたり

自分のものの見方や当たり前だと思っていること

を問い直そうとしたりする姿【協働・省察】

『探究』の姿を引き出す道徳科におけるしかけ

～自己の生き方について考えを深めていこうとする姿をめざして～

湊本祐也・田中千映

  
学校提案をもとに 道徳科における発達の段階を視野に入れた『探究』の姿を設定し その姿を引き出すため

に しかけを講じた。３年生では 「カリキュラムの工夫」「 機器の活用」「評価活動の工夫」のしかけ ６

年生では「自分たちの生活に関わる単元をとおした学習課題の設定」「グループでの話し合い」「納得解の共

有」「視点を設けた振り返り」のしかけを行った。実践を行う中で ３年生では「カリキュラムの工夫」「

機器の活用」「評価活動の工夫」 ６年生では「自分たちの生活に関わる単元をとおした学習課題の設定」「グ

ループでの話し合い」「視点を設けた振り返り」が 『探究』の姿を引き出すために効果的なしかけとして明

らかになった。また ６年生でしかけの一つとして行った「納得解の共有」は 今回の実践に特に必要性のな

いものであることが明らかとなった。

 

キーワード： カリキュラムの工夫,ICT 機器の活用,評価活動の工夫 学習課題の設定  
グループでの話し合い,納得解の共有,視点を設けた振り返り  

 
 

１１．．研研究究内内容容・・方方法法

道徳科の授業において，授業実践（小学校３年生・

小学校６年生）を行う。授業中の子どもの発言や振り

返りの記述から，発達の段階を視野に入れた『探究』

の姿を引き出すことができたかを分析する。

１１．．１１．．小小学学校校３３年年生生のの実実践践

本実践は，第３学年の 月下旬から 月中旬にか

けて行った。本学級の子どもたちは，学校生活におけ

る「みんな同じ」ということに対して集団としての価

値を見出しながらも，個人のもつ気持ちや考え方など

が一人ひとり異なることに気づき始める発達の段階で

あると考えられた。様々な考え方をもつ他者と，より

よい人間関係を築いていくための生き方を考え始める

時期と換言することもできるだろう。本実践では「い

じめ」の問題について，様々な立場の気持ちを想像し，

多角的な視点でアプローチを行いながら，友達と考え

を練り上げながら互いの考えを広め，そして深めてい

く学習を行っている。

道徳科の学びを発達の段階を視野に入れ，教師の子

どもたちに期待する『探究』の姿を以下の２つに設定

した。

また，上述の姿をめざすために３つの「しかけ」を

講じる。

また、上記の姿をめざすために、３つの「しかけ」を

講じた。

➀「いじめ」の問題に対して，これまでの自分の経

験を振り返りながら考えたり，これから自分がめ

ざしたい生き方と結び付けて考えたりする姿【主

体・活用】

②いじめに関わる三者の気持ちを想像し，友達と

意見を交流するなかで，同じ考え方や異なる考え

方があることに気づき，自己の生き方についての

考え方を深めていこうとする姿【協働・省察】

➀「いじめ」の問題を取り上げた様々な教材文を

活用し，単元を通して系統的に学びを深めてい

くカリキュラム設定【主体・活用】

②タブレット を活用し，自分や友達の意見を共

有しながら，話し合いのためのツールとして活

用できる環境【協働・活用】

③単元における学びの足跡を，「振り返り」として

毎時間残し，系統性をもって考え方の変容や深

まりを感じられるようにした。また「振り返り」

の質にも着目し，道徳的心情や生き方に繋げて

表現できるような評価活動【省察】
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第１時から第３時（本時）までは，全て「いじめら

れる立場」「いじめる立場」「いじめを見ている立場」

の３つの立場の気持ちを考える学習を繰り返した。こ

のように同じ流れの学習を繰り返すことにより，個人

の考えの変容を捉えやすく，それぞれの「いじめ」の

問題を比較しながら考えることに役立った。個人の考

えを学級全体で共有できるように掲示物も工夫した。

２つ目のしかけは， 機器の活用である。１人１

台のタブレット を活用し，前述の「心カード」の作

成や共有（ロイロノート），ふりかえり活動などに役立

てた。「いじめられる立場」「いじめる立場」「いじめを

見ている立場」の３つの立場をそれぞれ色別のカード

で示し，シンキングツール（ チャート）を使って自

分の考えを分類して整理を行っている（例：「いじめら

れる立場（黄）」…「どうして私だけ仲間外れにされる

んだろう」）。そして自分の考えを「提出箱」に入れ，

友達と見せ合い交流する場面を作る。このような

機器の活用は，たくさんの考えを出し合い，話し合い

のなかで練り上げていく道徳の学習と親和性が高いこ

とが考えられる。このように道徳科の学びに 機器

を効果的に活用していくことで，自分の考えを表現す

る幅が広がり，視覚的にも分かりやすく友達と意見を

共有し，より深く広くいじめの問題について考える姿

が見られると考えた。

３つ目のしかけは評価活動の工夫である。本単元の

学びにおいて，道徳的価値について自覚を深める学び

を実現していくためには，「いじめはよくない」（行動），

「かわいそうだと思う」（心情）で止まることなく，さ

らにその中核にある「道徳的な考え方」「生き方」につ

いてアプローチしていくことが不可欠である。上記の

２つのしかけを本単元の学びに盛り込みながら，教師

からの評価（子どもの発言に対するフィードバック，

振り返りの評価）も，道徳的価値について自覚を深め

る学びを意識し行った。とくに教師からの「問い返し」

の場面は重要であると考え，机間指導をとおして細や

かな指導を心がけた。「どういうところがかわいそうだ

と思いましたか？」「もし自分だったら，どうしたい？」

など個別に問いかけ，「自分事」としていじめの問題に

向き合うような支援も行い，一緒に考える時間を大切

にした。

【児童の振り返り（ロイロノート・第３時）】

図図４４ 学学びびのの足足跡跡をを可可視視化化すするる掲掲示示物物

図図５５ 学学級級全全員員のの考考ええをを見見合合ううロロイイロロノノーートトのの活活用用

図図６６ 「「問問いい返返しし」」をを行行うう教教師師のの児児童童へへのの関関わわりり

第２時と第３時では道徳の教科書にある教材文（「た

からさがし」「同じなかまだから」）を活用し，第１時

と同様に三者の立場から気持ちを考え，いじめの問題

について話し合う活動を行った。

第４時では，本単元におけるこれまでの学習活動の

まとめとして，「いじめをなくすために大切なこと」と

いうテーマで，学級全体で話し合う活動を行った。い

じめの問題が大きな社会問題になっていることにも触

れながら，「どのようにすれば未然に防ぐことができる

のか」「いじめが起こったとき，どのようにすれば早く

解決できるのか」など，これまでの学習で出てきた言

葉を用いながら，熱心に議論することができている。

第５時と第６時では，総合的な学習の時間（本校で

は「 」と呼んでいる）と繋げて，ポスターや動

画などで発信する活動に繋げていく予定である（本稿

執筆時はまだ計画中）。

２２．．１１．．２２．． 第第３３時時「「ななかかままをを大大切切ににすするる気気持持ちち

をを考考ええよようう」」のの授授業業よよりり

◎本時のねらい

仲間から公平に扱ってもらえない悲しさや苦しさに

ついて考え，誰に対しても公平に接し，仲間を大切に

してよりよい関係を築いていこうとする態度を養う。

◎授業の展開

本時では以下の３つのしかけを用いて，学習を進め

た。

まず１つ目のしかけとして，系統性をもったカリキ

ュラムで道徳科の学びを進めていることである。「いじ

め」という問題について，単発（１時間扱い）の学習

だけでは，ただ「いじめはよくない」という結論に至

るだけの浅い学びにしかならないことが予想される。

より考えを深め，そして子どもたちで広げていくため

には系統的にカリキュラムを作り，実践していく必要

があると考え単元計画を立て実践した。様々ないじめ

の場面を学習していくなかで，「いじめられる立場」「い

じめる立場」「いじめを見ている立場」の３つの立場の

気持ちを「心カード」に蓄積していき，後の話し合い

活動で活用できるようにする。このようなカリキュラ

ムのしかけにより，子どもたちは個人でいじめ問題に

ついて深く思考し，自分らしく表現を行い，友達と積

極的に意見交流する姿が見られた。

①①めめああててをを確確認認すするる。。

・前時までの学習のふりかえりも行う。
・「仲間」とは何か，みんなで意見を 出し合う。

②②教教材材文文「「同同じじななかかままだだかからら」」をを読読むむ。。
・教師による朗読を行う。
・登場人物や場面の確認を行い，何が問題だったのか意見を出し合う。

③③登登場場人人物物のの気気持持ちちをを「「心心カカーードド」」にに記記入入すするる。。
・ロイロノートで記入する。
光夫…仲間外れにされる（黄）
ひろし…仲間外れにしようとする（緑）
とも子…様子を見ている（黄）

④④「「ななかかままをを大大切切ににすするる」」ここととににつついいてて話話しし合合うう。。
・みんなで「心カード」を見せ合いながらグループ（３～４人）で話し合う。
【評価】それぞれの立場の気持ちを考え，「どの人も大切にする」ことについ
て考えることができる。

⑤⑤振振りり返返りりををすするる。。
・ロイロノートに振り返りを記入する。

「なかまを大切にすること」についてみんなで話し合い，考えよう。

図図１１ 第第一一時時でで使使用用ししたたいいじじめめのの様様子子をを捉捉ええたた資資料料

図図２２ タタブブレレッットトをを話話しし合合いいでで活活用用すするる児児童童のの様様子子

図図３３ シシンンキキンンググツツーールル（（ チチャャーートト））をを活活用用ししたたノノーートト
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成や共有（ロイロノート），ふりかえり活動などに役立
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振り返りの評価）も，道徳的価値について自覚を深め

る学びを意識し行った。とくに教師からの「問い返し」

の場面は重要であると考え，机間指導をとおして細や

かな指導を心がけた。「どういうところがかわいそうだ

と思いましたか？」「もし自分だったら，どうしたい？」

など個別に問いかけ，「自分事」としていじめの問題に

向き合うような支援も行い，一緒に考える時間を大切

にした。
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気持ちを「心カード」に蓄積していき，後の話し合い
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ムのしかけにより，子どもたちは個人でいじめ問題に
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３３．．第第６６学学年年のの実実践践及及びび考考察察

３３．．１１．． 授授業業のの実実際際

３３．．１１．．１１．．単単元元ににつついいてて
◎単元名 「『絆』〜共によりよく生きるために〜」

◎単元のねらい

よりよい人間関係を築いていくためには どのよう

な心のもち方や考え方 行動をしていく必要がある

か考え 仲間と共に「絆」をよりよく深めていこう

とする心情を育てる。

◎単元設定の理由

この時期の子どもたちは ものの見方や考え方に

ついての認識が深まることから，相手のものの見

方，考え方との違いをそれまで以上に意識するよう

になる。また友達を意識し，仲のよい友達との信頼

関係を深めていこうとする一方，閉鎖的な仲間集団

を作る傾向も生まれ 友達との関わりに躊躇してし

まう状況が見られるようになってくる。これらのこ

とからも 相互の信頼の下に，協力して学び合うこ

とができるような人間関係を築いていくことが必要

であり 「そのためにはどのような考え方や心のも

ち方 行動をしていく必要があるのだろう」を考え

ていくことが大事であると考える。

◎単元の計画

道道徳徳科科（（全全５５時時間間））

第第一一次次 学学級級目目標標のの「「絆絆」」をを深深めめるるたためめににははどどううししたたららいいいいののだだ

ろろうう。。 ・「絆」が深まるとは どんな姿？

第第二二次次 「「絆絆」」〜〜共共にによよりりよよくく生生ききるるたためめにに〜〜

・・第第１１時時 「「 人人ででつつなないいだだ金金メメダダルル」」

（ よりよい学校生活 集団生活の充実）

・・第第２２時時「「人人間間をを作作るる道道 ――剣剣道道―― 」」

（ 礼儀）

・・第第３３時時「「エエルルトトゥゥーールル号号――日日本本ととトトルルココののつつななががりり－－」」

（ 国際理解 国際親善）

第第三三次次 「「絆絆」」をを深深めめるるたためめににどどんんなな考考ええ方方やや行行動動ししてていいくくとといい

いいののだだろろうう。。

※ 国語「伝えにくいことを伝える」 体育「ソフトバレ

ーボール」 チェンジ「 年生プロジェクト」などと

関連させて単元を組む。

３３．．１１．．２２．． 自自分分たたちちのの生生活活にに関関わわるる単単元元ををとと

おおししたた学学習習課課題題のの設設定定
第一次では 学級目標である「絆」について 一

人一人がイメージしている「絆」の共有を行い 現在

の「絆」の達成度を一人一人が「〇％」で表した。

以下は 子ども達がイメージしている「絆」をまと

めたものと 「絆」の達成度を表したものである。

◇「絆」とは
・互いに気づき合える・みんなが力を合わせて協力する
・信頼し合える ・分かり合える ・砕けない友情
・深い友情
◇どのくらい達成できていると思うか

％ ２５ ３０ ３５ ４０ ４５ ５０ ５５ ６０ ６５
１人 １人 ３人 １人 ７人 ５人 ５人 １人 １人 ２人

子どもたちは 自分たちの達成度から，今後「絆」

を深めるために考えていくことの必要性を感じてい

た。そこで 「共によりよく生きる〜『絆』を深める

ために〜どのような心のもち方が大切なのだろう」を

学習課題として設定し 自分たちの生活に関わる単元

をとおした学習課題の設定につなげることができた。

第二次では 「共によりよく生きる〜『絆』を深め

るために〜どのような心のもち方が大切なのだろう」

を学習課題として 学習課題に関わる内容項目の教材

で複数時間授業を行った。（３．１．１．単元の計画

参照）

３３．．１１．．３３．．視視点点をを設設けけたた「「振振りり返返りり」」
第二次では 授業の終末に１時間の学びを振り返り

ワークシートに記述を行った。その際には ３つの視

点（①今日の学習で考えたこと・②自分に振り返っ

て・③これからの生活に生かしたいこと）を与えたワ

ークシートを用いて書かせるようにした。特に②や③

の視点を設けることで これまでの自分の考え方や心

のもち方 行動の仕方を問い直そうとしたり 自分の生

活につなげて考えようとしたりする姿を引き出すこと

が期待できると考えた。

第第 次次 第第 時時のの振振りり返返りり
今日の授業で絆絆をを深深めめるるたためめににはは西西方方ささんんののよよううににどどんん

ななにに複複雑雑ででももああききららめめずずにに協協力力すすれればば仲間の思いはつな

げられることを知りました。テストジャンパーと選手が

力を合わせて金メダルをとれたのは本当にほこりあるこ

とだと思います。体体育育ののババレレーーボボーールルででチチーームムでで試試合合をを

すするるととききやや話話しし合合うう時時目目標標にに向向かかっっててががんんばばるる時時ももこ

こで学んだことを活かそうと思います。

図図８８ 「「振振りり返返りり」」ののワワーーククシシーートト

２２．．２２．．授授業業のの考考察察 ３３学学年年

本実践で設定した子どもの姿を，講じた「しかけ」

により引き出すことができていたかを，児童の発言や

振り返りの記述等をもとに考察する。

２２．．２２．．１１．．『『探探究究』』のの姿姿①①ににつついいてて

小学校３学年の発達段階では，まだまだ抽象的思考

が未発達なところも多く，「いじめ」の問題を自分事と

して捉え，どのようにして問題と向き合い自己の生き

方を決定していくのかを言葉で表現するのは難しい。

しかし子どものなかには，次のような具体的な行動を

考えているものや，「いじめ」によって何が失われてし

まうのか，どのようなことに繋がるのかなどを記述で

きている子どももいた。

授業の中の発言でも，上記のような「いじめは悲し

い」「いじめはよくない」からもう一歩踏み込んだ意

見が多く見られ，真剣に話し合う姿が多く見られた。

第３時では，扱った教材文が体育の学習に関わるもの

であったため，自分の体育の学習の経験を交えながら

振り返る子どももいた。

これらの子どもの振り返りや授業内での発言から，

「いじめ」の問題に対して真摯に探究する子どもたち

の姿が見られることができたと考える。

２２．．２２．．２２．．『『探探究究』』のの姿姿②②ににつついいてて

例えば，同じ「悲しい」という気持ちの中にも，子

どもたちの受け取り方は様々である。第３時の「同じ

なかまだから」では，運動の苦手な光夫の気持ちも「仲

間外れにされて嫌だ」という意見もあれば，「ぼく，体

育できるのになあ」といった自分がされていることに

対して気に留めていない意見もあり，議論が白熱した

グループもあった。互いの意見を尊重しながら，個人

思考の時間にまとめた自分の意見を伝え，グループの

ホワイトボードにまとめていくことで学び合う姿が多

く見られる道徳の学習になったと考えられる。

本実践では「いじめ」に関わる「いじめられる立場」

「いじめている立場」「いじめを見ている立場」の３つ

の立場からそれぞれの気持ちを考える活動を行ってき

た。しかし いじめには４つ目の立場である「調停者」

の存在があることも より深く学習を進めるための要

素として考えていかなければならないだろう。

本単元の第３時で学習した教材文「同じなかまだか

ら」では 登場人物の「とも子」が調停者の役を担い

勇気を出して弱い立場の子を守る発言をする場面をす

る様子が描写されている。小学校３年生の発達段階を

考慮し とも子の立場を「いじめを見ている立場」でま

とめたが やはり子どもたちの話し合いの中心となっ

たのは調停者である「とも子」の気持ちや行動であっ

た。「わたしもいじめを止めるために勇気を出して行動

したい」というとも子の行動に感化された意見が多か

ったが なかには自分にはそんな勇気が無いといった

意見や いじめる立場からの報復を恐れる意見など 子

どもたちの素直で様々な意見が話し合う姿が見られた。

「いじめ」の問題をテーマにし 友達と活発に意見交流

をして自己の生き方についての考え方を深めていこう

とする姿が十分に見られる実践となった。

➀「いじめ」の問題に対して，これまでの自分の
経験を振り返りながら考えたり，これから自分が
めざしたい生き方と結び付けて考えたりする姿
【主体・活用】

②いじめに関わる三者の気持ちを想像し，友達と
意見を交流するなかで，同じ考え方や異なる考え
方があることに気づき，自己の生き方についての
考え方を深めていこうとする姿【協働・省察】

図図７７ 考考ええをを持持ちち寄寄っってて 話話しし合合いいをを進進めめるるググルルーーププ活活動動のの様様子子
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３３．．第第６６学学年年のの実実践践及及びび考考察察

３３．．１１．． 授授業業のの実実際際

３３．．１１．．１１．．単単元元ににつついいてて
◎単元名 「『絆』〜共によりよく生きるために〜」

◎単元のねらい

よりよい人間関係を築いていくためには どのよう

な心のもち方や考え方 行動をしていく必要がある

か考え 仲間と共に「絆」をよりよく深めていこう

とする心情を育てる。

◎単元設定の理由

この時期の子どもたちは ものの見方や考え方に

ついての認識が深まることから，相手のものの見

方，考え方との違いをそれまで以上に意識するよう

になる。また友達を意識し，仲のよい友達との信頼

関係を深めていこうとする一方，閉鎖的な仲間集団

を作る傾向も生まれ 友達との関わりに躊躇してし

まう状況が見られるようになってくる。これらのこ

とからも 相互の信頼の下に，協力して学び合うこ

とができるような人間関係を築いていくことが必要

であり 「そのためにはどのような考え方や心のも

ち方 行動をしていく必要があるのだろう」を考え

ていくことが大事であると考える。

◎単元の計画

道道徳徳科科（（全全５５時時間間））

第第一一次次 学学級級目目標標のの「「絆絆」」をを深深めめるるたためめににははどどううししたたららいいいいののだだ

ろろうう。。 ・「絆」が深まるとは どんな姿？

第第二二次次 「「絆絆」」〜〜共共にによよりりよよくく生生ききるるたためめにに〜〜

・・第第１１時時 「「 人人ででつつなないいだだ金金メメダダルル」」

（ よりよい学校生活 集団生活の充実）

・・第第２２時時「「人人間間をを作作るる道道 ――剣剣道道―― 」」

（ 礼儀）

・・第第３３時時「「エエルルトトゥゥーールル号号――日日本本ととトトルルココののつつななががりり－－」」

（ 国際理解 国際親善）

第第三三次次 「「絆絆」」をを深深めめるるたためめににどどんんなな考考ええ方方やや行行動動ししてていいくくとといい

いいののだだろろうう。。

※ 国語「伝えにくいことを伝える」 体育「ソフトバレ

ーボール」 チェンジ「 年生プロジェクト」などと

関連させて単元を組む。

３３．．１１．．２２．． 自自分分たたちちのの生生活活にに関関わわるる単単元元ををとと

おおししたた学学習習課課題題のの設設定定
第一次では 学級目標である「絆」について 一

人一人がイメージしている「絆」の共有を行い 現在

の「絆」の達成度を一人一人が「〇％」で表した。

以下は 子ども達がイメージしている「絆」をまと

めたものと 「絆」の達成度を表したものである。

◇「絆」とは
・互いに気づき合える・みんなが力を合わせて協力する
・信頼し合える ・分かり合える ・砕けない友情
・深い友情
◇どのくらい達成できていると思うか

％ ２５ ３０ ３５ ４０ ４５ ５０ ５５ ６０ ６５
１人 １人 ３人 １人 ７人 ５人 ５人 １人 １人 ２人

子どもたちは 自分たちの達成度から，今後「絆」

を深めるために考えていくことの必要性を感じてい

た。そこで 「共によりよく生きる〜『絆』を深める

ために〜どのような心のもち方が大切なのだろう」を

学習課題として設定し 自分たちの生活に関わる単元

をとおした学習課題の設定につなげることができた。

第二次では 「共によりよく生きる〜『絆』を深め

るために〜どのような心のもち方が大切なのだろう」

を学習課題として 学習課題に関わる内容項目の教材

で複数時間授業を行った。（３．１．１．単元の計画

参照）

３３．．１１．．３３．．視視点点をを設設けけたた「「振振りり返返りり」」
第二次では 授業の終末に１時間の学びを振り返り

ワークシートに記述を行った。その際には ３つの視

点（①今日の学習で考えたこと・②自分に振り返っ

て・③これからの生活に生かしたいこと）を与えたワ

ークシートを用いて書かせるようにした。特に②や③

の視点を設けることで これまでの自分の考え方や心

のもち方 行動の仕方を問い直そうとしたり 自分の生

活につなげて考えようとしたりする姿を引き出すこと

が期待できると考えた。

第第 次次 第第 時時のの振振りり返返りり
今日の授業で絆絆をを深深めめるるたためめににはは西西方方ささんんののよよううににどどんん

ななにに複複雑雑ででももああききららめめずずにに協協力力すすれればば仲間の思いはつな

げられることを知りました。テストジャンパーと選手が

力を合わせて金メダルをとれたのは本当にほこりあるこ

とだと思います。体体育育ののババレレーーボボーールルででチチーームムでで試試合合をを

すするるととききやや話話しし合合うう時時目目標標にに向向かかっっててががんんばばるる時時ももこ

こで学んだことを活かそうと思います。

図図８８ 「「振振りり返返りり」」ののワワーーククシシーートト

２２．．２２．．授授業業のの考考察察 ３３学学年年

本実践で設定した子どもの姿を，講じた「しかけ」

により引き出すことができていたかを，児童の発言や

振り返りの記述等をもとに考察する。

２２．．２２．．１１．．『『探探究究』』のの姿姿①①ににつついいてて

小学校３学年の発達段階では，まだまだ抽象的思考

が未発達なところも多く，「いじめ」の問題を自分事と

して捉え，どのようにして問題と向き合い自己の生き

方を決定していくのかを言葉で表現するのは難しい。

しかし子どものなかには，次のような具体的な行動を

考えているものや，「いじめ」によって何が失われてし

まうのか，どのようなことに繋がるのかなどを記述で

きている子どももいた。

授業の中の発言でも，上記のような「いじめは悲し

い」「いじめはよくない」からもう一歩踏み込んだ意

見が多く見られ，真剣に話し合う姿が多く見られた。

第３時では，扱った教材文が体育の学習に関わるもの

であったため，自分の体育の学習の経験を交えながら

振り返る子どももいた。

これらの子どもの振り返りや授業内での発言から，

「いじめ」の問題に対して真摯に探究する子どもたち

の姿が見られることができたと考える。

２２．．２２．．２２．．『『探探究究』』のの姿姿②②ににつついいてて

例えば，同じ「悲しい」という気持ちの中にも，子

どもたちの受け取り方は様々である。第３時の「同じ

なかまだから」では，運動の苦手な光夫の気持ちも「仲

間外れにされて嫌だ」という意見もあれば，「ぼく，体

育できるのになあ」といった自分がされていることに

対して気に留めていない意見もあり，議論が白熱した

グループもあった。互いの意見を尊重しながら，個人

思考の時間にまとめた自分の意見を伝え，グループの

ホワイトボードにまとめていくことで学び合う姿が多

く見られる道徳の学習になったと考えられる。

本実践では「いじめ」に関わる「いじめられる立場」

「いじめている立場」「いじめを見ている立場」の３つ

の立場からそれぞれの気持ちを考える活動を行ってき

た。しかし いじめには４つ目の立場である「調停者」

の存在があることも より深く学習を進めるための要

素として考えていかなければならないだろう。

本単元の第３時で学習した教材文「同じなかまだか

ら」では 登場人物の「とも子」が調停者の役を担い

勇気を出して弱い立場の子を守る発言をする場面をす

る様子が描写されている。小学校３年生の発達段階を

考慮し とも子の立場を「いじめを見ている立場」でま

とめたが やはり子どもたちの話し合いの中心となっ

たのは調停者である「とも子」の気持ちや行動であっ

た。「わたしもいじめを止めるために勇気を出して行動

したい」というとも子の行動に感化された意見が多か

ったが なかには自分にはそんな勇気が無いといった

意見や いじめる立場からの報復を恐れる意見など 子

どもたちの素直で様々な意見が話し合う姿が見られた。

「いじめ」の問題をテーマにし 友達と活発に意見交流

をして自己の生き方についての考え方を深めていこう

とする姿が十分に見られる実践となった。

➀「いじめ」の問題に対して，これまでの自分の
経験を振り返りながら考えたり，これから自分が
めざしたい生き方と結び付けて考えたりする姿
【主体・活用】

②いじめに関わる三者の気持ちを想像し，友達と
意見を交流するなかで，同じ考え方や異なる考え
方があることに気づき，自己の生き方についての
考え方を深めていこうとする姿【協働・省察】

図図７７ 考考ええをを持持ちち寄寄っってて 話話しし合合いいをを進進めめるるググルルーーププ活活動動のの様様子子
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教師：ここのところのこと？

助けてもらったら相手のことを信じれるってところ。

（ ：うなずく）

６班：助け合いの心が日本とトルコをつないでいるかなって思い

ました。。

７班：国どうしの助け合いのことで 年で言葉は通じてない

けどありがとうって言ってもらったと思うし日本人は嬉し

くなるやん。逆に 年の時も日本人がありがとうって

言ったと思うから嬉しくなるやんずっと続いていると思う

から礼儀正しいっていうか相手を思いやる心。

教師：何で助け合えたかって言ったら相手を思いやれたよって言

ってくれているね。他にもなぜ助け合えたのだろう。

：優しいから。

（Ｃ： 優しさ）

：勇気があった

（Ｃ：多くの子どもがうなずく）

３３．．１１．．５５．．メメンンチチメメーータターーをを使使っってて 学学習習課課題題

ににつついいてて自自分分がが見見つつけけたた答答ええ（（納納得得解解））をを全全体体にに

共共有有
第２次では 学習課題に対して「大事にしていきた

い心のもち方」を考える場面（「エルトゥールル号―

トルコと日本の絆―」の授業展開では中心発問後の３

の学習活動）において 自分が見つけた答え（納得

解）を「メンチメーター」（テキストマイニングの中

の一つで全員の意見を即時に可視化して共有できるＷ

ｅｂサービス）に打ち込み モニターに映し出し全体

で共有を行ってきた。この活動を取り入れることで

友達が見つけた答え（納得解）と自分が見つけた答え

（納得解）を照らし合わせながら再度自分の中で問い

直しを行う姿を引き出すことができると期待した。

しかし 第３時「エルトゥールル号―トルコと

日本の絆―」授業の中で モニターに打ち出された友

達の答え（納得解）見ている子もいるが 半数以上の

子どもたちはモニターを見ることなく 黙々とワーク

シートに「振り返り」を書く様子が見られた。

３３．．２２．．授授業業のの考考察察 第第６６学学年年

発達の段階を視野に入れた『探究』の姿①②が 本

実践の中の４つの「しかけ」により引き出ことができ

ていたかを 子どもの発言や振り返りの記述から考察

する。

３３．．２２．．１１．．『『探探究究』』のの姿姿①①をを引引きき出出すすここととががでで

ききたたかかどどううかか

『探究』の姿①をめざすために講じた「しかけ」

は 「自分たちの生活に関わる単元をとおした学習課

題の設定」と「３つの視点を与えた『振り返り』」で

あった。

３．１．２．の授業後の「振り返り」の記述の太太

字字部分は 学習課題に対して 自己の生き方と照らし

合わせながら 自分事として心のもち方や行動の仕方

を考えようとしたり 自分の生活にどう生かせそうか

を考えようとしたりしている姿と捉えている。「振り

返り」を書く際 視点②（自分に振り返って）や視点

③（これからの生活に生かしたいこと）を与えたこと

で 「これまでの自分はどうであったか」「これから生

き方に生かせそうなことはなんだろう」を意識し 振

り返る活動を行うことができたと考える。

また 「 人でつないだ金メダル」と「エルトゥー

ルル号―トルコと日本の絆―」の話は ともすれば自

分たちの日々の生活から大きく離れた偉大な話と言え

る。しかし それを「絆を深めるために」と重ね合わ

せて考えることができたのは 自分たちに関わる学級

目標の「絆」から学習課題を設定したことであったと

思われる。

全員が太太字字のような「振り返り」を書けていたわ

けではないが 「自分たちの生活に関わる単元をとお

した学習課題の設定」をしたことで「絆を深めるため

には」を道徳科の授業の中で意識しながら考えようと

する姿が見られたと思われる。

また 単元をとおした振り返りには 以下のような記

述が見られた。

図図１１００ メメンンチチメメーータターーへへのの記記入入

図図１１１１ 振振りり返返りりをを書書くく

➀学習課題に対して 自己の生き方と照らし合わ

せながら 自分事として 考え方や心のもち方 行

動の仕方を考えようとしたり 自分の生活のどの

ような場面で生かせそうかを考えようとしたりす

る姿【主体・活用】

第第２２次次 第第２２時時のの振振りり返返りり
今日は絆を深めるために大切な心を考えました。私私はは相相

手手をを思思いいややるる心心がが大大切切だだと思って理由は相手を思いやる

ことが礼や言葉（いい言葉）につながると思ったからで

す。ここれれかかららはは相相手手ののここととをを考考ええたたりり思思いいややっってていいききたた

いいです

今日の学習で持持つつべべきき心心ははいいつつででもも周周りりをを見見てて相相手手ににどど

ののよよううににししてて気気持持ちちをを伝伝ええるるかかをを考考ええるる心が大切だと思

いました。自自分分はは試試合合でで悔悔ししくく負負けけたた時時ななどどたたままにに適適当当

ににななっったたりりししててししままっってていいたたので今日気付いたことを生

かしていきたい。これからも意識することでとても変わ

ると思うのでもっと続けていきたいです。

第第２２次次 第第３３時時のの振振りり返返りり
今今日日はは絆絆をを深深めめるるたためめににははおお互互いいにに感感謝謝しし合合っってていいるるここ

ととがが大大事事だだとと分分かかりりままししたた。。そそししてて助助けけててももららっったた感感謝謝

のの気気持持ちちをを助助けけるる側側にに伝伝ええるるここととででどどんんどどんん絆絆がが深深くくなな

っってていいくくことも分かりました。。だだかからら今今度度かかららははたただだ言言

葉葉でであありりががととううとと伝伝ええるるだだけけじじゃゃななくくてて相相手手をを助助けけたたりり

相相手手のの喜喜んんででももららええるる形形でで伝伝ええよよううとと思思いいままししたた。。もう

一つ思ったのはもらった恩を返すことはできるけどはじ

めに助けるのは難しいということです。だから初めに知

らない外国人を助けた大島の人はすごいなと思いまし

た。

トルコと日本はお互いに助け合って支えていると思いま

す。そういうのって勇気がいると思うのですごいと思い

ました。助助けけらられれたたここととはは何何回回ももああっっててもも自自分分ががままたたそそ

のの子子をを助助けけたたここととははああままりりなないいとと思思いいままししたた。。一一回回助助けけ

たただだけけででもも相相手手ののここととをを信信じじああええててままたた助助けけああっったたりりしし

てて絆絆がが深深ままっってていいくくとと思思いいまますす。。絆を深めると互互いいにに協協

力力しし合合っったたららででききるるので助助けけ合合いいのの心心をこれからも大事

にしたいです。

３３．．１１．．４４．．ググルルーーププででのの話話しし合合いい
第２次では 中心発問の場面でグループでの話し合

いを取り入れた。子ども達は考えや思いをもっていて

も 自信がないと 積極的に挙手して考えを伝えにくい

様子が見られる。気持ちや理由などは言葉で表現しや

すいが 「ねらい」に迫る「中心発問」の場面では思

いや考えをもつことができても それらを言葉で明確

に表現することの難しさがあると考える。そのため

せっかく思いや考えも自分の中だけにとどめてしまう

可能性がある。しかし グループでの話し合いとなれ

ば 少人数のため 友達と違った視点であっても意見を

伝えやすく 互いに考えや言葉を補足し合うことがで

きる。そのため より多面的・多角的な考えに触れる

ことができ 自分とは違う根拠や考え方を理解しよう

とする姿や問い直しをしようとする姿が期待できると

考えた。

第３時「エルトゥールル号―日本とトルコのつながり―」

◎本時のねらい
大島の人々やトルコの人々の思い 両国の絆をつなぐ

ものを考えることをとおして どの国の人々も同じ人間

として尊重し 相手の身になって人の心を思いやり 共

によりよく生きていこうと努めようとする心情を育て

る。

◎授業の展開

グループでの話し合いは 上記の授業の展開の太太字字

のところで取り入れた。

また グループで話し合った後は 以下のような発言

が見られた。

教師：これまでの話を思い出してどんな心が日本とトルコ

の絆をつなでいるかグループで話してみてください。

＜＜ググルルーーププででのの話話しし合合いい＞＞

班：個人じゃなくて国全体で助けてもらったら助けるっていう

国同士助け合い。

（ ：少し拍手） （Ｃ：どっちも優しい優しい）

２班：やってもらったから今度はお返しにっていうことが続いて

いる。

教師：どんな心？

２班：やってもらったことにお返しをしなければいけないという

心。

３班：似ているんだけれど助けてもらったらお礼やってもらった

ことを忘れない。

４班（ ）：トルコで大地震がおこった時に日本が助けて日本

で地震がおこった時にトルコが助けてまたトルコで大地震

がおこった時に日本が助けてどっちも優しい心かなって思

った。

５班：通じ合う心が大切。日本はトルコの人たちのことを大丈夫

って信じて助けているしトルコも日本のことを大丈夫やっ

て思って助けているから相手のことを信じるっていう心が

絆をつないでいるのじゃないかなと思いました。

教師：信じる通じ合うって言ってたけれどどこで信じているの？

（ ：助けてもらった・・・）

ひろ：助けてもらったら優しいんやなって思っている。

．学習課題を確認する。

２．教材「エルトゥールル号 ―日本とトルコのつながり－」を読んで

話し合う。

〇トルコの人たちを助けたの大島の人たちの思い

〇日本人を優先して飛行機を出してくれたトルコの人た

ちの思い

◎◎どどんんなな心心がが日日本本ととトトルルココのの「「絆絆」」ををつつなないいででいいるる

ののかか（（◎◎はは中中心心発発問問））

３．「絆」を深めるために大事にしていきたい心のもち方

を考える。

４．学習を振り返る。（ワークシートに記入）

図図９９ ググルルーーププででのの話話しし合合いい
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教師：ここのところのこと？

助けてもらったら相手のことを信じれるってところ。

（ ：うなずく）

６班：助け合いの心が日本とトルコをつないでいるかなって思い

ました。。

７班：国どうしの助け合いのことで 年で言葉は通じてない

けどありがとうって言ってもらったと思うし日本人は嬉し

くなるやん。逆に 年の時も日本人がありがとうって

言ったと思うから嬉しくなるやんずっと続いていると思う

から礼儀正しいっていうか相手を思いやる心。

教師：何で助け合えたかって言ったら相手を思いやれたよって言

ってくれているね。他にもなぜ助け合えたのだろう。

：優しいから。

（Ｃ： 優しさ）

：勇気があった

（Ｃ：多くの子どもがうなずく）

３３．．１１．．５５．．メメンンチチメメーータターーをを使使っってて 学学習習課課題題

ににつついいてて自自分分がが見見つつけけたた答答ええ（（納納得得解解））をを全全体体にに

共共有有
第２次では 学習課題に対して「大事にしていきた

い心のもち方」を考える場面（「エルトゥールル号―

トルコと日本の絆―」の授業展開では中心発問後の３

の学習活動）において 自分が見つけた答え（納得

解）を「メンチメーター」（テキストマイニングの中

の一つで全員の意見を即時に可視化して共有できるＷ

ｅｂサービス）に打ち込み モニターに映し出し全体

で共有を行ってきた。この活動を取り入れることで

友達が見つけた答え（納得解）と自分が見つけた答え

（納得解）を照らし合わせながら再度自分の中で問い

直しを行う姿を引き出すことができると期待した。

しかし 第３時「エルトゥールル号―トルコと

日本の絆―」授業の中で モニターに打ち出された友

達の答え（納得解）見ている子もいるが 半数以上の

子どもたちはモニターを見ることなく 黙々とワーク

シートに「振り返り」を書く様子が見られた。

３３．．２２．．授授業業のの考考察察 第第６６学学年年

発達の段階を視野に入れた『探究』の姿①②が 本

実践の中の４つの「しかけ」により引き出ことができ

ていたかを 子どもの発言や振り返りの記述から考察

する。

３３．．２２．．１１．．『『探探究究』』のの姿姿①①をを引引きき出出すすここととががでで

ききたたかかどどううかか

『探究』の姿①をめざすために講じた「しかけ」

は 「自分たちの生活に関わる単元をとおした学習課

題の設定」と「３つの視点を与えた『振り返り』」で

あった。

３．１．２．の授業後の「振り返り」の記述の太太

字字部分は 学習課題に対して 自己の生き方と照らし

合わせながら 自分事として心のもち方や行動の仕方

を考えようとしたり 自分の生活にどう生かせそうか

を考えようとしたりしている姿と捉えている。「振り

返り」を書く際 視点②（自分に振り返って）や視点

③（これからの生活に生かしたいこと）を与えたこと

で 「これまでの自分はどうであったか」「これから生

き方に生かせそうなことはなんだろう」を意識し 振

り返る活動を行うことができたと考える。

また 「 人でつないだ金メダル」と「エルトゥー

ルル号―トルコと日本の絆―」の話は ともすれば自

分たちの日々の生活から大きく離れた偉大な話と言え

る。しかし それを「絆を深めるために」と重ね合わ

せて考えることができたのは 自分たちに関わる学級

目標の「絆」から学習課題を設定したことであったと

思われる。

全員が太太字字のような「振り返り」を書けていたわ

けではないが 「自分たちの生活に関わる単元をとお

した学習課題の設定」をしたことで「絆を深めるため

には」を道徳科の授業の中で意識しながら考えようと

する姿が見られたと思われる。

また 単元をとおした振り返りには 以下のような記

述が見られた。

図図１１００ メメンンチチメメーータターーへへのの記記入入

図図１１１１ 振振りり返返りりをを書書くく

➀学習課題に対して 自己の生き方と照らし合わ

せながら 自分事として 考え方や心のもち方 行

動の仕方を考えようとしたり 自分の生活のどの

ような場面で生かせそうかを考えようとしたりす

る姿【主体・活用】

第第２２次次 第第２２時時のの振振りり返返りり
今日は絆を深めるために大切な心を考えました。私私はは相相

手手をを思思いいややるる心心がが大大切切だだと思って理由は相手を思いやる

ことが礼や言葉（いい言葉）につながると思ったからで

す。ここれれかかららはは相相手手ののここととをを考考ええたたりり思思いいややっってていいききたた

いいです

今日の学習で持持つつべべきき心心ははいいつつででもも周周りりをを見見てて相相手手ににどど

ののよよううににししてて気気持持ちちをを伝伝ええるるかかをを考考ええるる心が大切だと思

いました。自自分分はは試試合合でで悔悔ししくく負負けけたた時時ななどどたたままにに適適当当

ににななっったたりりししててししままっってていいたたので今日気付いたことを生

かしていきたい。これからも意識することでとても変わ

ると思うのでもっと続けていきたいです。

第第２２次次 第第３３時時のの振振りり返返りり
今今日日はは絆絆をを深深めめるるたためめににははおお互互いいにに感感謝謝しし合合っってていいるるここ

ととがが大大事事だだとと分分かかりりままししたた。。そそししてて助助けけててももららっったた感感謝謝

のの気気持持ちちをを助助けけるる側側にに伝伝ええるるここととででどどんんどどんん絆絆がが深深くくなな

っってていいくくことも分かりました。。だだかからら今今度度かかららははたただだ言言

葉葉でであありりががととううとと伝伝ええるるだだけけじじゃゃななくくてて相相手手をを助助けけたたりり

相相手手のの喜喜んんででももららええるる形形でで伝伝ええよよううとと思思いいままししたた。。もう

一つ思ったのはもらった恩を返すことはできるけどはじ

めに助けるのは難しいということです。だから初めに知

らない外国人を助けた大島の人はすごいなと思いまし

た。

トルコと日本はお互いに助け合って支えていると思いま

す。そういうのって勇気がいると思うのですごいと思い

ました。助助けけらられれたたここととはは何何回回ももああっっててもも自自分分ががままたたそそ

のの子子をを助助けけたたここととははああままりりなないいとと思思いいままししたた。。一一回回助助けけ

たただだけけででもも相相手手ののここととをを信信じじああええててままたた助助けけああっったたりりしし

てて絆絆がが深深ままっってていいくくとと思思いいまますす。。絆を深めると互互いいにに協協

力力しし合合っったたららででききるるので助助けけ合合いいのの心心をこれからも大事

にしたいです。

３３．．１１．．４４．．ググルルーーププででのの話話しし合合いい
第２次では 中心発問の場面でグループでの話し合

いを取り入れた。子ども達は考えや思いをもっていて

も 自信がないと 積極的に挙手して考えを伝えにくい

様子が見られる。気持ちや理由などは言葉で表現しや

すいが 「ねらい」に迫る「中心発問」の場面では思

いや考えをもつことができても それらを言葉で明確

に表現することの難しさがあると考える。そのため

せっかく思いや考えも自分の中だけにとどめてしまう

可能性がある。しかし グループでの話し合いとなれ

ば 少人数のため 友達と違った視点であっても意見を

伝えやすく 互いに考えや言葉を補足し合うことがで

きる。そのため より多面的・多角的な考えに触れる

ことができ 自分とは違う根拠や考え方を理解しよう

とする姿や問い直しをしようとする姿が期待できると

考えた。

第３時「エルトゥールル号―日本とトルコのつながり―」

◎本時のねらい
大島の人々やトルコの人々の思い 両国の絆をつなぐ

ものを考えることをとおして どの国の人々も同じ人間

として尊重し 相手の身になって人の心を思いやり 共

によりよく生きていこうと努めようとする心情を育て

る。

◎授業の展開

グループでの話し合いは 上記の授業の展開の太太字字

のところで取り入れた。

また グループで話し合った後は 以下のような発言

が見られた。

教師：これまでの話を思い出してどんな心が日本とトルコ

の絆をつなでいるかグループで話してみてください。

＜＜ググルルーーププででのの話話しし合合いい＞＞

班：個人じゃなくて国全体で助けてもらったら助けるっていう

国同士助け合い。

（ ：少し拍手） （Ｃ：どっちも優しい優しい）

２班：やってもらったから今度はお返しにっていうことが続いて

いる。

教師：どんな心？

２班：やってもらったことにお返しをしなければいけないという

心。

３班：似ているんだけれど助けてもらったらお礼やってもらった

ことを忘れない。

４班（ ）：トルコで大地震がおこった時に日本が助けて日本

で地震がおこった時にトルコが助けてまたトルコで大地震

がおこった時に日本が助けてどっちも優しい心かなって思

った。

５班：通じ合う心が大切。日本はトルコの人たちのことを大丈夫

って信じて助けているしトルコも日本のことを大丈夫やっ

て思って助けているから相手のことを信じるっていう心が

絆をつないでいるのじゃないかなと思いました。

教師：信じる通じ合うって言ってたけれどどこで信じているの？

（ ：助けてもらった・・・）

ひろ：助けてもらったら優しいんやなって思っている。

．学習課題を確認する。

２．教材「エルトゥールル号 ―日本とトルコのつながり－」を読んで

話し合う。

〇トルコの人たちを助けたの大島の人たちの思い

〇日本人を優先して飛行機を出してくれたトルコの人た

ちの思い

◎◎どどんんなな心心がが日日本本ととトトルルココのの「「絆絆」」ををつつなないいででいいるる

ののかか（（◎◎はは中中心心発発問問））

３．「絆」を深めるために大事にしていきたい心のもち方

を考える。

４．学習を振り返る。（ワークシートに記入）

図図９９ ググルルーーププででのの話話しし合合いい
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事になるためには 道徳科と関連させた他教科・他領

域（今回は特に 「 年生プロジェクト」）で学

習課題に関わる共通の体験を十分させておくことの必

要性も考えさせられる。今後は 日々の道徳教育を深

める役割のある道徳科の授業においては 子どもたち

が共通の土台の元で話し合いができるように 他教

科・他領域との関連も重視していくことでさらなる学

びの深まりが期待できると考える。。

また 「学びを振り返る」にあたっては 友達の考

えから学んだことや 最初に考えていたことと比べる

ということを取り入れることで 友達と協働して学ぶ

よさについてもより実感することができるのではない

かと考える。

本校道徳部では，「自己の生き方について考えを深

めていこうとする姿を目指して」を副題に設定し，研

究を進めてきた。今回３年生及び６年生で実践した

様々な「しかけ」は，子どもたちの道徳科の学びに寄

与するものが多く見られた。

その中でも，特に道徳科の学びが自分の生活とどう

結びつくか見通しをもてたときに，子どもたちは自己

の生き方と結び付けて考えようとしたり，他者の考え

と比較して自分の考えを問い直したりする子どもの姿

が見られる。今後も子どもたちにとって，週に１時間

の道徳の学習が自分との関わりで考えられるような時

間になるように，更なるしかけを考え実践・研究を重

ねていきたい。

参考文献

文部科学省（2017）「小学校学習指導要領解説 特別の

教科 道徳編」 廣済堂あかつき株式会社 
田沼茂紀 (2020)「問いで紡ぐ小学校道徳科授業づくり
学びのストーリーで「自分ごと」の道徳学びを生み出す」 
東洋館出版社 
浅見哲也（2020）「こだわりの授業レシピ～あなたはどん
な授業がお好みですか？～」東洋館出版社 

＜単元をとおした振り返り＞

1人じゃないという気持ちをもって生活していると,自分だけの
ためじゃない時のことをイメージすると何でもチャレンジでき
た。そして,一人の人間として礼儀を正しく接することが大切。自
分がもし逆の立場だったら・・・と考えながら言葉を発すると,相
手の気持ちがわかったり,その人にとっては・・・ということを考
えて友達とはなすと,より相手に近づけると思った。自分の今まで
の生き方を振り返ると,こんなことイメージすらしていなかったと
思った。だからこそ,これからは,この学習で学んだことを生かせる
ように全力を使いたい。

上記の振り返りの下線部からは 単元のねらいであ

る「よりよい人間関係を深めていくためにはどうすれ

ばよいか」について 複数の教材から学んだ道徳的価

値を自分の生活と関係づけながら考えることができた

様子がうかがえる。

３３．．２２．．２２．． 『『探探究究』』のの姿姿②②をを引引きき出出すすここととがが

ででききたたかかどどううかか

『探究』の姿②をめざすために講じた「しかけ」

は 「グループでの話し合い」と「学習課題について

自分が見つけた答え（納得解）を全体に共有」であ

る。

これらのしかけが 『探究』の姿②を引き出すた

めに効果的であったかを ３．１．４ のグループでの

話し合い後の授業記録と ３．１．５．メンチメーター

を使って 学習課題について自分が見つけた答え（納得

解）を全体に共有の様子から考察したい。

トルコと日本の絆が続いていることについては グ

ループの話し合い後 「お返しをする」「助け合う」

「優しさ」「相手を信じる」「相手と通じ合う」「礼

儀・思いを言葉に表す」「相手を思う」「勇気」と複数

の道徳的価値に関わる意見が出された。これは 少人

数という場であったため 友達と違った視点であって

も意見を伝えやすく 多面的・多角的な考えを出すこ

とができたのだと考える。また ４班で発表したＣ

は自信があれば積極的に発言することができるが 自

信がないと短い言葉や「わかりません」と伝えること

が多い。Ｃ が班の代表として発表できたのは グル

ープの話し合いの中で Ｃ の意見を友達が理解し

共感してくれたことで 代表として伝えようとする姿

が見られたのではないかと考える。

多くの班で 「相手を信じる」「お返しをする」など

と発表しているが ７班の発表を受け 教師が「他にも

なぜ助け合えたのだろう」を再度問い返すことで 子

どもたちから発表された日本とトルコの「絆」をつな

ぐ心を整理したいと考えた。教師の問い返しに対し

て は「優しいから」と発言し 他の児童も「優し

さ」とつぶやく様子が見られた。「優しさ」だけに話

が収まってしまうかと思ったところ が「勇気」

と発言した。Ｃ のグループでは グループの話し合

いで 人間の弱さの部分を素直に出し合う様子が見ら

れていた。グループでの話し合いができたからこそ

Ｃ の「勇気」が出てきたと考える。また 人間の弱

さの部分については少人数での話し合いだからこそ

出し合うことができたのではないかと考えている。

またメンチメーターを使って 学習課題について自

分が見つけた答え（納得解）を全体に共有した「しか

け」については 半数以上の子どもたちがすぐに「振

り返り」を書き始めた様子から 「今日の学習から考

えた心のもち方を友達の心のもち方と比べて問い直

す」という姿を引き出すにあたり 大きな効果はなか

ったと考える。教材を使ってグループや学級全体で考

えを交流する中で 自分のものの見方や当たり前だと

思っていたことを問い直し 自分の答え（納得解）を

見つけていたため必要性を感じなかったのではないか

と考えている。

メンチメーターへの記入を行わず 全体での話し合

いに時間をかけることで より深い問い直しが期待で

きたかもしれないと考える。

４４．．成成果果とと課課題題

第３学年の実践では，「カリキュラムの工夫」「 機

器の活用」「評価活動の工夫」といったしかけにより，

引き出したい『探究』の姿に繋がる一定の成果が見ら

れた。令和３年度におけるいじめの認知件数は

件と過去最高となっており，学校現場においていじめ

問題に対応していくことは喫緊の課題となっている。

小学校３年生という小学校中学年の発達段階において

は，相手の立場になって考えたり，トラブルを予見し

て行動を考えたりすることなどが未熟なところもあり，

道徳科で人とのより良いコミュニケーションを考える

機会を担うところは大きい。また友達と意見を交流さ

せながら，いろいろな価値観について知り，互いに言

葉を交わすことも大切であると考える。

上記の道徳科の学びを実現するためには，週に１時

間の道徳の時間を，子どもたちも教師も大切な学びの

場と意識することが欠かせない。本実践では，子ども

たちが自分なりに道徳科を学ぶことの意味を見出し，

自己の生き方に繋げていくような姿を引き出せるよう

にカリキュラムの工夫や の活用，評価の工夫など

に取り組んできた。今後もさらに道徳科の学習が有意

義なものになるように教材や指導法について研究を重

ね，実践していきたい。

第６学年の実践では 「自分たちの生活に関わる単

元をとおした学習課題の設定」「振り返りの視点」「グ

ループでの話し合い」のしかけは 引き出したい『探

究』の姿に一定の効果が見られた。しかし より自分

②感じ方や考え方を交流する中で 自分とは違う

根拠や考え方があることを理解しようとしたり

自分のものの見方や当たり前だと思っていること

を問い直そうとしたりする姿【協働・省察】
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